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江
戸
時
代
の
旧
街
道
を
歩
く
こ
と
が
流
行
っ
て
い
る
が
、
往
時
の
趣
き
を
残
し
て
い
る
所
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
ん
な
中
で
品
川
区
の
旧
東
海
道
は
、
第
一
京
浜
の
東
側
（
海
側
）
に
沿
っ
て
、
京
浜
急
行
北
品
川
駅
か

ら
鈴
ヶ
森
刑
場
跡
ま
で
の
三
・
五
キ
ロ
程
の
道
で
、
往
時
の
道
幅
（
意
外
に
狭
く
片
道
一
車
線
ほ
ど
）
と
曲

折
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
東
海
道
五
三
次
一
番
の
品
川
宿
は
こ
の
街
道
の
北
品
川
か
ら
青
物
横
丁
付
近

ま
で
の
二
キ
ロ
足
ら
ず
で
、
低
層
の
商
店
が
軒
を
連
ね
る
通
り
は
筆
者
お
気
に
入
り
の
散
歩
道
だ
。 

 

北
品
川
か
ら
八
ツ
山
橋
の
京
急
踏
切
を
渡
る
と
「
是
従
南 

品
川
宿
」
の
案
内
杭
が
あ
り
、
早
速
江
戸
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。
品
川
宿
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
左
側
の
コ
ン
ビ
ニ
前
に
「
土
蔵
相
模
跡
」

の
案
内
板
が
あ
る
。
大
妓
楼
の
相
模
屋
は
幕
末
の
志
士
が
御
殿
山
の
英
国
公
使
館
焼
き
打
ち
の
密
議
を
こ
ら

し
た
所
で
あ
り
、
日
活
の
川
島
雄
三
監
督
が
撮
っ
た
異
色
の
名
作
『
幕
末
太
陽
傳
』
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。

更
に
進
む
と
、
今
は
公
園
と
な
っ
て
い
る
「
品
川
本
陣
跡
」、
目
黒
川
に
か
か
る
橋
の
袂
に
は
北
・
南
両
品
川

宿
の
境
界
の
案
内
板
が
あ
る
。
そ
の
他
、
お
休
み
処
や
町
名
由
来
の
案
内
板
、「
街
道
松
の
広
場
」
等
も
あ
っ

て
興
味
は
尽
き
な
い
。 

品
川
宿
が
賑
わ
っ
た
の
は
、
宿
場
本
来
の
目
的
で
な
く
、
江
戸
に
一
番
近
い
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
即

ち
、
江
戸
を
発
つ
者
は
、
こ
こ
で
見
送
り
人
と
道
中
の
無
事
を
祈
り
酒
席
を
持
ち
、
江
戸
に
入
る
者
は
、
出

迎
え
人
と
会
っ
た
り
、
長
旅
で
汚
れ
た
衣
類
や
履
物
を
調
え
た
り
し
た
。 

旧
東
海
道
は
本
来
の
海
岸
に
近
い
。
海
側
を
少
し
降
り
る
と
迷
い
込
ん
だ
鯨
を
悼
む
「
鯨
塚
」
や
、
幕
末

の
黒
船
来
航
に
備
え
た
「
お
台
場
跡
」
が
あ
る
。
浮
世
絵
の
品
川
宿
に
は
白
い
帆
船
が
定
番
で
あ
り
、
落
語

『
品
川
心
中
』
で
海
に
身
を
投
げ
る
の
も
納
得
で
き
る
。
ま
た
品
川
は
宿
場
町
だ
け
で
な
く
漁
師
町
で
も
あ

っ
た
。
今
も
商
店
街
で
は
穴
子
天
丼
の
看
板
が
目
に
つ
く
し
、
海
苔
問
屋
も
健
在
だ
。 

 

か
っ
て
こ
の
道
を
行
き
交
っ
た
で
あ
ろ
う
、
参
勤
交
代
の
西
国
大
名
、
江
戸
城
参
内
の
朝
鮮
通
信
使
や
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
、
お
伊
勢
参
り
や
富
士
山
詣
の
庶
民
等
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
く

の
は
楽
し
い
。 


